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ロシア連邦との交流

ロシアとの交流は，嶺井W1子教授を中心にtJ、
前から活発に展開されてきたが，文部科学省の

「平成26年度大学の!企界展開力強化事業Jに筑
波大学の取組み iロシア語圏諸国を対象とした

産業界で活躍できるマルチリンガjレ人材育成プ

ログラムJ(111告称:Ge-NIS， H26-30)が採択さ

れたことを受けて，ロシアの大学との学生交流

を深めるための基盤が一層強化された。

2015年3月10日 ~21 日にかけて Ge-NIS プロ

グラムの海外研修が行われ，学類生・大学院生

50名および教職員 8名が 4つのコース(サン

クトペテルブルク・モスクワコース，ウラジオ

ストク・ノボシピルスクコース，カザ、フスタン

コース，ノすルトコース)に別れロシア・カザフ

スタン・バルト三国の各国-都市を訪問した。

この!祭， 2014年12月から Ge-NISプログラムの

思際交流アソシエイトとして採用されている教

育基礎学専攻のミソチコ・グリゴ1)一氏がサン

クトペテルブルク・モスクワコースの引率スタ

ッフとして同行した。教育学類からは 4名の学

生がそれぞれのコースに参加した(増田康介=

2年・バルトコース 上間彩夏=2年・ウラジ

オストク・ノボシピルスクコース，舟久保亮

太=1年・ウラジオストク・ノボシピ、ルスクコ

ース，柏崎賢吾=1年，カザフスタンコース)。

このうち増田康介は，その後 Ge-NISの正式な

プログラム生に選抜され 平成27年 9月からロ

シアのモスクワ市立教育大学に 1年間留学する

ことが決まった。

Ge-NISプログラムの採択を受け，筑波大学

は2015年2月および3月にモスクワ思立大学を

はじめ，ロシアの 5大学と新たに交流協定を締

結した。交換留学生の単位互換や留年しない形

での留学の実現を組み込み，活発に交流活動を

展開しているのは嶺井明子教授が連絡調整責任

者を務めるモスクワ市立教育大学である。

2015年2月15日に東京の虎ノ門ヒルズフォー

ラムで Ge-NISプログラムのキ yクオフシンポ

ジウム「グローバル社会における新しい大学像

を創る」が開催され モスクワ市玄教育大学一

行5名が招へ¥;¥された(レモレンコ・イーゴリ

アグラナト・ドミトリー教育担当副学長，

グリンシクン・ヴアジムlJ{lli祭te当副学長，スト
リジャック・ウリアナ日本語学科i之クズネツ

ォヴァ・ソフィア日本語学科上級講nm)。レモレ
ンコ学長は2013年 6 月まで連邦教育科学省の I~IJ

大臣を務め，ロシアの教育改革に長年携わって

きた経歴を持つ。 同学長から学校見学の希望が

だされたところから，樋口直宏教授の調整のも

と，11、i宇一貫教育を実践しているつくば市立春
日学園の訪問が実現した(2月訪日)。嶺井明子

教授とタスタンベコワ・クアニシ助教が同行し

た。

この他，モスクワillのエヴリカ教育政策研究

所との研究交流は特筆される。 同研究所の研究

部長であるアダムスキー・アレクサンドル氏は

1980年代後半のペレストロイカ期から革新的教

育実践に関わり，ロシアに移行してからも継続

して精力的に改革運動を推進している人物であ

る。同研究所の所長を務めるアントーノワ・ア

ーラ氏と共に， 2015年 3 月 6 日 ~17 日に教育調

査のため初来日し 3月日目に筑波大学を訪問

した。その際，藤田晃之教授が文科省の近年の

教育改革について報告を行い，両氏と日露の教

育改革の動向について英語で意見交換を行った。

来日中，両氏は東京都品川区立豊葉の社学|主1，

茨城県牛久市の牛久文化幼稚罰(認定こども閣)，

牛久さくら保育園，栃木県立宇都宮工業高校，

栃木県立宇都宮商業高校，東京都渋谷区立臨)11

小学校・幼稚園，東京都港区の聖心女子学院を

訪問し，教育基礎学専攻院生のミソチコ・グリ

ゴリ一氏が同行し通訳を務めた。

(文責:嶺井明子， ミソチコ・グリゴリー)
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カザフスタンとの教育・学術交流
ーカザフ国立教育大学を中心に一

教育学域のカザフスタンとの交流は， 2013年

5月に人間系にカザフスタン出身のタスタンベ

コワ・クアニシ助教が採用されたことを契機に

活発化した。 2014(平成26)年度には教育学専攻

の rl~IJ :9ミアジア諸国との罰際連携による教育-
ii)f究のグ口一バル化の推進Jが人間総合科学研

究科戦略プロジェクト(国際-社会連携教育推

進)に採択された。プロジェクトの目的は，仁!コ

央アジア諮問との交流開拓の第一段階として，

カザフスタンを対象I~ とし，特にカザフ国立教

育大学との相互の訪問と共同セミナー， I~I努シ

ンポジウムの開催を通して，今後の研究交流，

院生交流のための機構構築に関する基盤整備を

行うことであった。筑波大学はカザフスタンの

4大学と交流協定を結んでいるが，教育学研究

および教員養成分野をリードするカザフ国立教

育大学とは協定は締結されておらず交流の実績

はなかった。カザフ国立教育大学 (1928年設立)

は，カザフスタン初の大学(国立)であり，学

生総数は現在約 l万人で、ある。 世界25カ国の95

大学と交流協定を結んでおり， 2014年 9月には

フランスのソルボンヌ大学の分校(修士課程)

を設置した(キャンパス イン キャンノTス)0 

大学問での教育・研究交流を通して，共同研究

の実施や教育インターンシップの受け入れ先の

確保ができ，教育学域の教育・研究の国際化が

W1待される。

2014年 10月 30~ 1l月 4 日，教育学域教員 5 名

(清水美憲教育学専攻長，井出仁康教育学域

代表，演出博文 教育基礎学専攻長，嶺井明子

教授，タスタンベコワ・クアニシ助教)がカザ

フ国立教育大学(アルマティ市)を訪問した。

カザフ国立教育大学では第一副学長エルマガン

ベトフ・ムバラック氏に表敬訪問し今後の交流

の見通しについて話し合った。その際，翌2015

年3月に筑波大学を訪問するように招へいした。

また，大学教員・ ちを対象に筑波大学の

紹介を行った。この他，アルマティ市立第27番

幼稚菌(マメチアロヴア・ラシダ園長)やアル

マテイ市立第130番ギムナジウム(スマグロヴ

ア・アルダック校長)を見学し，また，アルマ

ティ市郊外のボレック村ー初等中等普通教育学校

(アフメトヴア・グリザダ校長)を参観した。

2015年 2 月 28 日 ~3 月 6 日にカザフ国立教育

大学一行 4名が本学を訪問した(教育学-心理

学研究科長ケネスバエフ・セリック氏，ソルボ

ンヌ大学分校長ヌルリヒナ・グリミラ氏， I~I祭

学長補佐官イスカコヴァ・アイグリ氏と国

際教育プログラム担当ショカノヴァ・アクマラ

ル氏)。教育学専攻の主催で開催された人間系

FD国際シンポジウム「教育の質保証と現代教
育改革」に参加した。カザフ I~l 立教育大学から

は「カザフスタンの教育改革ーグローパル時代

の競争力ある教育J(イスカコヴァ・アイグリ学

長補佐官)， rカザフ自立教育大学の国際化一ソ
ロボンヌ大学分校の設置についてJ(ヌルリヒ

ナ・グリミラ ソロボンヌ大学分校長)，教育学

域からは「日本の小中一貫教育について一義務

教育の新しい姿J(樋口直宏教授)， r日本のキャ
リア教育の新展開J(藤田晃之教授)についての

発表があり，質疑応答並びに今後の交流につい

て意見交換が行われた。今後は交流の第一歩と

して院生の論文投稿の場として相互の研究紀要

なととを提供することで合意した。この他本学の

ベントン・キャロライン国際担当高IJ学長への表

敬訪問，筑波大学問属小学校，つくば市立輝邦

学圏(小学校と中学校)，つくば市教育局総合教

育研究所の見学を行った。

以上の実績を踏まえ，カザフ国立教育大学と

の交流のいっそうの活発化を図るため大学関交

流協定の 9月締結を目指し準備中である。

(文責:タスタンベコワ・クアニシ)
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メルボルン大学及び関連組織への訪問

本プロジェクトは，筑波大学の i革新的な教
育プロジェクト支援経費Jにより，国際バカロ

レアの1趣旨を踏まえた研究・教育のグローバル

化への革新をl-zlり，我が国の教育学界における

国際交流・情報発信の拠点構築に向けた先導的

プログラムの!?再発を行うことを目的として実施

された。その際，すでに継続的な研究協力関係

を形成しているメルボルン大学とのliJr究ネット

ワークを院生の連携指導フ。ログラム開発に向け

て拡充し，教育学関連3専攻及びヒューマンケ

ア科学専攻共生教育学分野の協働による将来の

国際連携共同専攻構築に向けた基盤的作業を推

進することにした。

上記のiヨ的のために，平成26年7月よりメル

ボルン大学との連携についての交渉を重ね，平

成27年 3 月 15 日 ~201ヨに，清水美意教育学・

校教育学専攻長，大塚慎太郎人間系特任助教，

院生3名(教育学専攻:小山田建太，学校教育

学専攻:キllJ矢智寛，教育基礎学専攻:ピン・チ

ャンキア (ChankeaPHIN)) をメルボルン大学

に派遣して!~捺共同セミナーの機会を設定する

とともに，関連教育機関への訪問と意見W&1I[Y_を

行った。また，これに関連して，院生の研究内

容に関する共同ワークショップを行った。

今回の訪問では，メルボルン大学の研究組織

国際授業研究センターのセンター長デビッド・

クラーク (DavidClarke)教授，および、同大学

マックス・スティーブンス (MaxStephens)教

授と今後の連携のあり方を討議するとともに，

国際バカロレアの教員養成の実際について意見

聴取をし，双方の大学院生参加による共同セミ

ナーを実施した。共同セミナーでは，センター

のスタッフや院生も含めてお互いの研究内容に

ついて議論することで，グローバルな視点から

自らの研究内容を捉えなおす機会が得られた。

さらに，クラーク教授らが企画する先進的な研

究プロジェクトについて知る機会も得られた。

また，ヴィクトリアナト!の教育省にあるカリキ

ュラム・許11lli)奇 (VictorianCurriculum and 

Assessment Authority: VCJ¥/¥)で責任者のデ

ピy ド・ランカスター (DavidLancaster) 1乏を

訪問して州教育システムについての討議を行

うとともに，メルボルン大学に隣接する高校

(University High School， Elizabeth Blackburn 

School of Sciences) を訪問して理数系の先進的

授業を参観し，担当教員と討議した。ランカス

ター氏との討議では，ヴィクトリアナ1'1における

カリキュラム開発や評価liについて説明を受け，

日本との比較を通してヴィクトリアナト!の教育が

より職業達成や技能獲得に重点を置き，教育と

労働の接続がより具体的に想定されているとい

う特徴が明確になった。一方で，訪問した高校

では，先進IJ~ な実験・教育設備が設置され，そ

れらを用いた研究成果がポスターとして掲示さ

れていたり，通常の授業でも教mljは積極的に

ICTを活用してより多様な表現をFFJ~、たり，先

進的な科学教育を進めている学校があるという

現状も認識できた。

これらのj舌動を通して，院生の研究のグロー

バル化への足がかりが出来，今後の両大学問で

の交流に向けた基礎をi主iめることができた。特

に，メルボjレン大学のスタップ・院生との研究

交流を持ったことで，本学院生の視野が日本だ

けでなく，世界に向けられたことは本プロジェ

クトの大きな成果といえる。

今回の訪問を，筑波大学とメルボルン大学と

の部局間，あるいは大学問で、の交流協定締結に

向けた教育研究ネットワークの構築の契機とす

ることが期待される。メルボルン大学は教育学

分野でi世界第 2位にランクされる大学であり，

「出:界21研究大学グローパルネ y トワークjの

1 つであるが，共同研究を:jti~進する可能性につ

いても討議を継続していく。

(文責:i青水美意)
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人間総合科学僻究科・革新的な教育プロジェクト

「人間系大学院生の国際協働教育のための束アジア・

グローノてルコンソーシアムの構築」

にかかる教育研究交流

(中国東北師範大学派遣報告)

人間総合科学研究科の人!日j系専攻群(前期教

育学，後期教育基礎学，後期学校教育学，前期

心理，後初心理学，前1t)].後期障害科学)は，

平成26年度の行j(;:新130な教育プロジェクト支援

経費jとして「人間系大学院生の国際協働教育

のための東アジア・グローバルコンソーシアム

の構築jというテーマで採択され，大学の経費

を得ることができた。かねてから教育学関連の

3専攻 1分WJでは，中国からの留学生を数多く

受け入れて，教育学研究者養成のグローバル化

を推進してきた。本年度はこの経費をもとにし

て， さらに{憂秀な留学生を数多く獲得するとと

もに教員と院生の研究上の国際交流をこれまで

以上に発展させていくことをねらいとして，東

北!~Hî範大学に教員と院生を派遣することとした。

仁I~J 11i[1の高等教育改革は急激な勢いで、進行して

おり，市場原理の導入によって教育と研究の発

展が著しし 3。そのような中で， 1995年に政府は

1211工程J(21佐紀の100大学を意味する)と呼

ばれる施策を打ち出し 国家教育部直寓で特別

予算を配分するlli[]家重点大学を約100校選定し

た。東北部範大学は，教育学関連の国家重点大

学の一つであり，中国では北京姉範大学(北京

市)や華東師範大学(上海市)と肩を並べるト

ップレベルの研究水準を有する総合大学である。

本学の教育学関連3専攻 l分野では，東北師範

大学をはじめとする中国トップレベルの師範大

学との国際交流をさらに進めて，将来的にはダ

ブル・デイグリープログラムをはじめとした国

際協働教育に取り組んでいきたいと考えている。

(文責:浜田博文)

東北師範大学に先立ち，北京師範大学とき在京

師範大学においても新たな研究交流のネットワ

ークを構築する端緒を拓く取り組みを行なって

きた。 2014年度には人間系の教員による訪問団

が11月13日から181::1の日程で、両大学を訪れたD

教育学域からは清水美意教育学-学校教育学専

攻長，手打明敏教授.，樋口直宏教授，上回孝典

准教授の 4~J が参加した。 14 日には北京師範大

学において，教育学を専門とする教員たちとの

懇談が行われ，それぞれのiiJf究関心や共同研究

の可能性，教員や学生の相互交流について有意

義な議論が交わされた。引き続いて， El本への

留学を希望する北京師範大学の大学生，大学院

生に対ーする筑波大学大学院の説明会を開催した。

事前にとくに目立った広報ができなかったが，

50名ほどの参加者が集まり，教育学に関心を持

つ学生も20名ほどが個別相談に集まった口

北京からと海へ移動し 16Bには筑波大学の

主催，華東ßnîn~~大学の共催で、日中教育フォーラ

ム「人を育てるシステムと方法Jを関{崖した。
両国から人間総合科学研究科副研究科長国山繁

樹教授と華東師範大学教育学部主任表振国教授

の挨拶に続き，教育学域からは樋口直宏教授が

「日本における一般教育のシステムと実際-小中

一貫教育を9:J{、に-Jの演題で報告を行った。
午後は分科会に分かれ， I一般教育分科会Jにお

いて学校教育-社会教育に関して日中双方の研

究成果が発表された。質疑も含め，両国の関心

の所在や研究方法の特徴など，熱心な議論が交

わされ，今後の継続した研究交流の必要性が示

唆されたフォーラムとなった。翌17日には、華

東部範大学で筑波大学大学院説明会を開催した。

40名ほどの参加者を得て，教育学への個別相談



にも15名ほどが集まった。

北京・上海での説明会は~'¥ずれも盛況で，日

本留学への関心の高さが伺えた。この説明会を

きっかけに，筑波大学への留学を決意した学生

もみられ始めている。こうした人間系の地道な

研究交流の取り組みが，日 l=j:1相互の架け橋とな

る11楚を築いていくものと期待される。

以下は，東北m!i ft(~大学に派遣された院生， :1文

N夏期麻氏の報告である。

(文責:上田孝典)

2015年3月17日から同月211ヨの 5日間，筑波

大学と東北師範大学の研究交流として，教育学

域から吉田武男，浜田博文，藤田晃之の 3教員

と那楽，村松遼太，牧瀬苅麻の3学生が派遣さ

れた。

東北師範大学は，中華人民共和国吉林省長春

市にキャンパスをもっ総合大学である。前身の

東北大学が1946年に関学して以降，他大学との

統合を経ながら，現在では2万人を超える学生

が通う大規模総合大学となっている。とくに，

教師教育に関しては先駆的な研究拠点に位置づ

けられ，とりわけ初等教育教員養成の重点機関

として，多くの優秀な教員を輩出している。

今回は，将来的な教育研究の連携を見据えて，

双方の大学院生同士の研究交流を中心に，学校

見学や東北師範大学の学生を対象とした筑波大

学の紹介などが，プログラムとして組まれた。

交流の第 l日目午前は，政法学院思想政治教

育専攻の大学院生25名と研究交流が行われた。

派遣学生の村松は日本の道徳教育研究について，

牧瀬は教育委員会制度研究について紹介をした。

その後の質疑応答では， 日本における道徳の教

科化の動向，生涯学習社会に対ーする政策，教育

条件整備などについて活発な議論が行われた。

中国では，臨海部の都市と内陸部の地方とのあ

らゆる格差が課題となっている。日中両国とも

に地方では学校統廃合が進められているが，中

国の場合は通学していた学校が廃校したことで，

学校に通えない子どもが増えてきているという。

一方で日本の場合は，統廃合後の通学手段など

を十分に検討し，教育機会を確保するように努

めていることが紹介された。

午後は，日本語を専攻する学部生に対して，

浜田教授が筑波大学大学院における教育学関連

諸専攻-分野の紹介を行った。日本への留学を

検討している40名以上の学生が参加し，熱心に

話を開いていた。教室の都合のため，当初予定

されていたとおり 1時間ほととで、約介は終了した

が，終了後も 3教員に個別に質問する学生が多

かったため，急速，教室を用意して，引き続き

質疑応、答が行われた。筑波大学大学院の教育・

研究，学校生活や奨学金についてなど，留学に

関する具体的な笠間が流暢な日本語で行われた。

また，教育学部長を訪問し，学部長からは今彼

の両大学の教育研究交流に対する期待が述べら

れた。

第2日目は，附属小学校及び幼稚留の見学を

行った。小学校と幼稚園ともに，充実した教育

設備環境が整えられていt:.o 幼稚留では情操教

育を意識した教育活動が実践され，保護者が製

作した模型等がいたるところに設置されていた。

小学校で、は教科担任;むりがとられ，教師の専門的

指導のもとで授業が行われていた。小学校管埋

]践との意見交換会も実施され，児童の安全な通

に苦慮している話があった。 E1本では PTA

や子供会などが登下校の見守り活動をしている

ことを紹介し，情報交換を行った。

また， 1;1:1属学校以外にも公立学校を見学した。

n#間の都合上，授業終了後の F校時間だったが，

校門前には児童の祖父母らが大勢集まり， }I!foi番

に学級担任が児童を連れてくると，自宅まで一

緒に帰っていた。一人っ子政策のもとで，祖父

母が孫に非常に期待している様子がじられた。

以上のほかにも，中呂田内の教育研究や社会

状況について多くの学びを得ることができた。

中国の大学院生とお互いの国の教育について意

見交換したことは，自分の研究を改めて考え直

す良い機会にもなった。このような機会を設け

てくださった人間系及び、教育学域に心からお札

を申し上げるとともに 東北師範大学で、歓待し

てくださった先生方にも感謝します。

(文責:牧瀬朔麻)


	0131
	0132
	0133
	0134
	0135
	0136

